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あらゆる素材における表面処理の 
パイオニアとして、防錆加工 、熱処理加工 、
めっき加工などの表面処理サービスを通じて、
脱炭素社会の実現に貢献します。

加 工 事 業

主な事業内容

あり、売上高は増収となりました。一方、タイ・中国等では

日系自動車メーカーへの販売が伸び悩み、加工・サービス

分野の販売が減少しました。また、米国等の地域において

も同様の理由から販売が減少しました。利益面では、原材

料費・光熱費の高止まりと、人件費や減価償却費等の増加

により、営業利益は減益となりました。

　売上高は48,570百万円（前期比1.7%増）、営業利益は

4,675百万円（前期比6.8%減）となりました。当事業部門

は、潤滑性・高密着性などの機能性を付与する「防錆加工」、

金属の強度や耐久性を高める「熱処理加工」、素材表面に薄

膜金属を被膜することで高耐食性、耐摩耗性などを付与で

きる「めっき処理」などの表面処理の加工サービスを提供し

ています。国内では、主に自動車業界等向けで販売増加が

 2026 年 3 月期の事業概況

きなどの差別化技術の開発を2025年4月に開所した新総合

技術研究所（Parker Innovation Center）と緊密に連携し

て進め、新たな事業機会の創出を図ります。海外では、地域

特性に合わせた事業運営を行うリージョナル経営を推進し、

生産・サービス体制の最適化を進めます。さらに、再生可能

エネルギー由来電力の活用や省エネ設備導入を通じて、環境

負荷低減と事業価値向上の両立を目指します。

　当社グループの加工事業は、技術基盤の強化と新市場へ

の展開を通じて、「Vision2030」の実現と持続的な成長を

目指しています。環境規制の強化、脱炭素化、短納期化、ト

レーサビリティの確保など、世界的な産業構造の変化や顧

客ニーズの高度化に対応し、技術優位性の確保に努めてい

ます。自動車EV部品、ロボット、宇宙分野など成長市場に

おいては、絶縁・高機能コーティング・無電解ニッケルめっ

 「 Vision2030」の実現に向けた成長戦略

 化成処理
 熱処理

など、50種類を超える受託加工サービスを提供

 めっき処理
 塗装処理
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　当社グループの加工事業は、提供する技術そのものが製

品ライフサイクル全体における環境負荷低減に寄与する点

に特長があります。防錆加工や熱処理加工により、材料の	

耐食性・耐摩耗性を向上させることで製品の長寿命化に寄与

し、資源消費の抑制や廃棄物削減につながることが期待され

ます。これにより、製品ライフサイクル全体でのCO2排出量低

減への貢献が期待されます。

 加工事業における環境課題への貢献

・環境・社会価値（ESG貢献）

　低摩擦と高耐久（耐焼付き性）の両立という従来課題を解決した独自皮膜技術です。高

い密着性と柔軟性により剥離リスクを低減し、過酷環境下でも安定した性能を長期間維

持。さらに低温処理により母材特性を損なわず、既存材料への適用性にも優れています。

　本技術は、部品の長寿命化と低摩擦化を通じて、資源使用量の削減やエネルギー

効率向上に貢献します。これにより、CO2排出量の低減やメンテナンス負荷の軽減に

寄与し、産業全体の環境性能向上を支える加工技術です。

・環境・社会価値（ESG貢献）

　本技術は、部品の長寿命化による資源消費・廃棄物削減、小型・軽量化による省

資源・省エネルギー化、さらに有害物質を使用する従来処理の代替として環境規制

対応を支援し、資源効率の向上と環境負荷低減に貢献する加工技術です。

適用分野： 自動車・機械・建機、家電製品など
適用例： ピストンピンなど

適用分野：自動車・機械・建機、家電製品など
適用例：ミッションギヤ、デフピニオンギヤ

■ スペリオルナイト
　独自の特殊軟窒化技術により、緻密な酸化層を形成して表面硬化処理を施します。従来技術では両立が難しかった「高耐久性」

と「寸法安定性」を同時に実現し、精密部品の性能向上と長寿命化に貢献します。

■ パプロスライドSP
　独自の高耐久型固体潤滑皮膜処理であるパプロスライドSPは、摺動面における低摩擦特性を維持しながら、高面圧下の過

酷な使用環境においても優れた耐焼付き性を長期にわたり発揮します。従来技術では実現が難しかった「低摩擦」と「高耐久」

の両立により、幅広い産業分野における部品性能の高度化に貢献します。

■ パーカープロセッシング株式会社の設立
　2026年4月、日本パーカライジング（株）の加工事業本部とパーカー加工（株）を統合し、パーカープロセッシング（株）を設立

しました。本統合により、売上高約210億円、従業員数約680名、国内27工場を擁する、国内最大級の表面処理受託加工会社

が誕生しました。両社がこれまで培ってきた表面改質技術および加工ノウハウを融合することで、グループ全体のシナジーを

最大限に発揮し、高品質で競争力の高いサービスを一体的に提供する体制を構築します。

グループ会社と連携し、
世界10カ国・地域で

受託加工サービスを提供
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